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福岡県門糊付近の鉱床
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床をはじめ，若干のスカルン型鉱床が分布しているが，
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でき1諄無代臼聾薯紀の芸差、入鴇体であろうとされてい擦。雄慧

繍漁，古期捌妻に避入した辛鰯播はこれに執賊／耕掩

与え，憲た，後に述べる鉱床の生成に霧磯瞬期絃もつ

ものと、懸わ承、るの

　嚢．黛．馨　半1渠1幾蹴携贋類

　藷終潔勤震熱卿蔽灘翼に藩震才趨薄斑三器・角

閃玲着などがある．これ陰の多く

は，幅紛驚麟後シ鰻羅峯文至（め灘で野

繭霧戴花絹岩の周辺膏i三に1分禰してい

懲が，彬対的にみた場合難マ燦轟蟻

体より遠ざかる鵜t〆たが貿て漸次

少なくなぜ．・てゆく傾麟があ礁』

れらの渥類（ノ）うち・門司鉱出付、近

㍑分麟でするものは季　露麟層の楚陶

　平行に，北東一購灘，方向に走タ

ーぐ，レ・鷲｝“

曝，鉱　床

　磯，1鉱床概要

　この付近紅分布している鉱床

はヌ前記丁畿轟爆に関｛系しご鉱1戎さ

だLたとf縁愛．らオ㌻るいわゆる蕎誌ス

カルン型鉱床で，以麟に門湖鉱1、1．！

として稼行さ漬、た柳浦鉱／未・鳶養松

鉱床のほか大谷鉱床および旧砲貧

鉱床蘇などがある。（第1，黛図〉．

これらの鉱床は調麗釜嶺時に襲。／二すべ

ぐ毯酵学姦れていなか・欝た無　また．～

霞iの調三難シ艶はラll鐸難台姦叢擁ミ拳羊と呼

ばれている鎖嵐辮・の飽1欝を蕎懸難懲琴噸る

ことがでぎなかったじ筆1簸艦焉鉱1誉ミ

も坑道が水没蜜たは崩落L』ぐい

α

て，いずれも舞羅察する鵡とができなかった、

　これらの鉱床は，いずれも小規摸で，鉱石の組成鉱物

の種疑はほとんど同鱗であるが，それぞれの鉱床によっ

てぞの　　比を異にしてい恐“たと爵榊ば，沸浦鉱／lの鉱萎

は磁鉄鋤⊇を1ご鉱少　瓢の黄銅鉱・黄鍔斐鉱・磁硫鉄鉱など

を混えるゑ㍉藤松鉱床で鍛1磁硫鐸籔と葺滋鉄鋭峯蕊熟と1㎡．，

大谷鉱床では磁硫鉄鉱を主としごく少ll，薫の黄鋼鉱・傭、鉄

鉱などを伴なう鎌：石とな・倫ぐいる。　また鉱！楽の分布，誰ゴ平

至醐鱗こみた場合k卿は，花嵐岩にも導とも近く柳浦鉱床が

1賦存し，ついでll纂松鋤こ／末・ブ、騒譲1床の舞暇に」㌦＿ぎ寿嶺｛蹴置

を爵めぐいる㊤で，竃謝〕岩を申心として鉱石1難成鎌、物が

帯状分布をなしてい欝、、架うにもみられるが　鉱床下部の

／麟雛綱競）形態および傑穫などが明熱かでないので鉱床

全体として帯壕父分デ1蓑。靴承貼ずかどうかは曝＝／らかでない、，

　毒．驚鉱床答説

　曝．黛．肇

　発．甦の臨期ならびに沿＝1）、洋繍は明らかで獄いが，明

浸藝轡代に一・時稼学学され，騒幾後は昭撫1茎（）舞雛約夏年問と疹講

3黛年頃約紛力，鱒間薩翼翻市鐙糞ll裟と中洋薫の罫川額叢廉　》　ぐ

　　　　　　　7究い：篇欝一　　　　　　　　　　　（管腰薫一…1枢

／

、／’

塚
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鰭
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それぞれ稼行され，その後休由と癒やている・慧の鉱床

は藤松鉱旅とともに福醐県試登第§囎§畢鉱区内に賦存L

ているが与ごの鎌1区はすでに考乗消！姦薯釜されている、讃翁査

遇1欝は，最｝魏部の坑適：準理、下は，坑遜が崩舞蓬して一一蔀を

除いては簿護動ることがて警きなか鱒た。

　壽菰／末は，譲1灘の率麟長岩と禦／火畢．季妻の義蕊界轡i‘にあ撃，

簿1述と岡じ型試諺）鎌床甲ξラこの付近の鉱1末のうちてきは嬢

大の規模をもちラ、転下謬坑道に．歓って探鉱お、歎び採掘さ

才む甲ぐレ・る姫

簸、賠概磁準では嫉二1二i、籍3引立まで煽茎3～簸鶯，藤さ

器艶糞鐸舞，羅薙畏約i～轍熟の閲力窯すでに採撫1済み撫な．ってお

り　（第3図），i天盤の一嘩鄭や引黛および擦掘購羅）嫌i灘1の一一

部に奪芦誉の鋤講鷺がみζれ樽にンポぎ’叡秘・◎闘くところも　よ

れば算この坑遜よ！り下部も採掘されてお！ラ，坑道の踏纈

摯ま案薬揃1麟顧）幽充殖騨、研・て年あ葛と斗・うことズ峯ある力鼠，塔罫／凝撃i｝と

粘板岩との暴構界部鐙沿りて坑i蓑引立付近よ参下部デ＼逓ず

る坑道が野、弩壊しているので，本調懲iでは下調翼）状況逢fl鋼

鍵かにし奢讐隷かった瀞　じかし，警琴零図にフ糞した．試うに1取

坑遺の踏前の一部には・鉱床の北鑓側に続くと患われる粘

板岩の…部が露われているので，この鉱床の下蔀は決L．

て単一調な形懸を撫録、、てはいないと推察される、鉱床は，

磁鉄鉱を主とする鉱石が編数く勲～1硫登慧程度の条線状な

レ・し細脈をなしてざくろ石スカルン帯申に単窒蕾に含憲れ

る部分を主とL（第3図に断爾露撫じぐこれを模式的に

示した擁　その燭霧嚢部に・多くは／i蜜イヒ縛勢を主と摩嚇る小蓼慧状

または鋤瞬覇犬鉱揖驚を瀬習二伴なう．これを1糞式的に、ぐせ

ばシ鉱床の1季’心劃翼から外蟹1へ1麟力　）て，肇滋鉄1鉱・ざくろ

隊獄カルンー硫化物・ざくる薦スカルン・繰色スヵル

ンー硫化物・緑色猟カルンー・勤緑色猟カルンー　聯板掻また

は宥灰岩となる。坑肖より翻鳩

に通．ずる還搬賂に沿つて，既採掘

灘韓）廷長膏潅こ澆磯ミ蕪穆噛るざくろ灘ス　　　　 に灘コ　　　、・

カノレン帯がありンその一部続は1事

さ31葱雛織弩後，i無長3瓢糞舞後のレ・

ンズ阪状をなす磁鉄鉱鉱体がみら浄L

る瀞　慧の難蔭ンでは，．ス療ノレン犠：お

よび藏娘舞鉱叢麟本は，雛難渠掘欝iシ分と

はやや翼な勢，走向ほぼ酬ぎw

で南方へゆるく傾斜している（第

馨図）．寒た坑／隅の、L方の巌では坑

道碓天盤iから誌籔懲上；か憲でざくろ蒼

スカルン醒となゆズお甑　その上

限は第婆図に示したよう紅ほぼ水

三搭ないもはゆるい繋㌢余醸ナミをなして

いる．これらのことから推察すれ

ば，先1こ姥三質の説明のと慧ろでち

ぶ噛とふれたように，還搬峯客付近

隠慧、コ

憩
戴灘

甑il

レ1

予円

／

を軸部とす愚背斜構燈が存寝し，本鉱床はその軸部付近

に騒胎礼．ているのかもしれない．しか丸、本調査、ではこれ

を縫認するに至らなかった．

　卿ヒ蓑戴坑遺より6凱前後卿旧粒方に1琴籍員する翻嶽蕊（第3図）

は坑鮪よ鞍約蓋難輿で呂黛ゲwジ1灘判と：s導ぎ）鷺ソ甜角グ）2

坑．癒に分れている，の前轡は，前記鉱床め『ド部騨）探鉱また

は採掘を藝的として掘進されたもののようであるが，坑

嵩よ！勇約｛1懲奥ぐ1充填されている礎）で瓢れよ磐疑の状況

は1粥らかでな、い。後者との分縁再、轄よ1ラ、充填部までの閥は

走鶴N難○讐v，傾斜3（）警鎌写を示す粘板爵である。　後者

は，前者との分岐ノ轄付近に糞，鋤われたざくろ讃スカルン帯

を探鉱したものであるがきこぴ）スカノレン帯中に慧肇3齢

ノ卦レンズ状鉱緯を二搬握しただ1ナで，約S拠奥で探鉱を中

至駕，てい惹。

　最下部の坑道は申部の坑遊のi数撒下方轍あ！），砂利採

取現場の　1，その一部がみられるが，入坑することがで

嚢ないので，内部の状況は窟ったく不明である．

　尋．黛．黛　　弩葵考…公難禽鋳ミ

　瑳薬拓誌雛離末は糊建甫1鉱麟蔓の灘f欝i瓢プぎ騨」300ま難の縫縄餐に黍　1をし

ている。本鉱床発兇の時期・沿藁などはと、もに明らかぴ

ない．本鉱床関｛系の坑滋は圭』ド紅容坑道あるカ＆，贅澗勲蟄

時はいずれも水没衷たは崩落していて内部の状況を観療

す“ることができなか導畳、跡

　蓬1讃二藤蟹洗腕遺は，1取／』舞近くに1灘穎し．艶南方へ幡1かやて

掘進されており，坑口付近では1ぎ前後の傾籍で掘下ツ

ている。坑欝付近には少ま薫の研，　ざくろ石スカノレン彗滋

鉄鉱鉱石および磁硫鉄鉱・黄銅鉱鉱贋などの小塊が散在

L．てい螂ので，この坑遺ではざくろ1蒼スカルン帯申グ）磁

鉄鉱鉱石・磁硫鉄鉱鉱石からなる小規模の鉱体が採掘誌

／｝ノず
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福岡県絹貨1付三鷺韓鉱庫（／／、麟壕葦1勲凱縄～〉

　　　　粘板憲ホルンフ黒．珪・ス

　　　＿肌．岬ペベ罪ざや．賦諏．仇ド』で凱㍗》》

／◇ゴ1駆墾ゆ㌣』△◇

△』壷藁痘△ひ

睡一・一一一一…一一ザ3騨皿“｝皿｝m一 “㎜磨

　　　　鱗盛鐵　　 翻琢i諺麟欝喪透プ灘叩　　駐怠麟

叡、たと推察される、L．かレ，．／二記薫種類の鉱石は，相互

にかなりの主組成鉱物が含廉れているのがみられないの

で，比較的にはや蓉凱ーた．境界をなして賦存していた㌃も

び，）と、轡、われる。

　こび）翻導藁の下ププに開1、醸サ順る申纈／腕葭は，｛環方へ向か鷺

て掘．遷されてお拠坑口よ、賛約s、瓢奪匙で掘下撃ている

が婁水没している．瞬iくと礁ろによれば夢この躍薫簸の掘

下雛の1輩さは約3燃，事薫方へ向かつて1富捻脚簾撒雛暮焦さ

れてお韻，坑遵¢）一部には石灰器がみられたといヌこと

である．坑募1付近には三響残蓬麟霧鉱と、懸われる磁蕪失鉱鉱’難と

少蝋の．、銅鉱を含む磁硫鉄鉱鉱石とが醇鉱されている

が，これらはそれぞれ塊状をなしてお参，／三組成鉱物を

相互に含んでい恐ものがほとんどみられない¢）で，最上

部坑遵鐙おいで採凝難された鉱石と同様の賦存状態をなし

ていたものと誓樗え．ら才しる験

　最下部の坑道は．上．記坑道の下方約驚嚢灘のljl腹に闇1．1し

ておi），瀕方へ向か備て探鉱したが藩鉱レていないし，

嵐た異この坑道の一・都には北東…一ll霧覆方向の花纐斑キ霧

1派が舞馨わ藩uぐいるとレ・うことである甑

　毒．黛．糞　大谷鉱床

　この鉱床は驚当区域では小禽区内に位鷺する唯｝一の鉱

床で爵藤松釦、床の南麟方瓢○撚付近聾の由腹に紘置むてい

る爵湾叢劔灘薫畢巌撃叢の1欝掬／および’沿饗などは明ひかでなレ・赫

　鉱床は輝緑凝灰繋1中に騒胎するも／ンズ状鉱体である

が，ごく小規模に探鉱されているにすぎない。調盛、当

時，婆坑遵がみ1払れたが，そのうち雲号坑は水没し，臨

は璽長鱒凱以下であ・驚た（．第恭図）箒こ才いの坑道を要か

鯵に筆｝ヒ音樽¢）も鐙か疹も黛爵欝夢嵯ド矯ザむと巽焼ぶ。

　亙 難坑は，　黛矯爺し内に・みられる鉱1体の上方1延煮藻部ρ探

鉱を11的とL、探鉱坑遺のようであるが，坑購から8∈茎ポ

鷺方向へ約欝．灘m掘進されている／蝶摩隅ぎない藁　この坑．』簾

獲　磨ミ　‡豊

輝益）

1亀

夷きづρ’
　、㌦吟／’

、

　　　　　晒…r

〆　　舞熱守体

第．嚢壽　大谷鎌難敏賛£内・鐵燐ミ騰∫鎌畷

では鎌諸本は5皐ら羅～流鶏いひ

　驚号坑は，レ坑の約婆撚下方よりs憩L鷺方向へ零

瓢繭後掘進されている．この坑．織ぴは，！擁．1の北側天盤

近くで磁硫鉄鉱を1織／、、，ごく少1の黄銅鉱敏含む厚さ

駅沁m繭後の鉦；露糞に欝一鉱紅／多　こ二れの1業舞翁が行7、戴われてい

る、、この鉱体はう壌総向婁N駅y〉駕蟻傾搭露ぎs》￥を示す辱1

さ録～襖（）cmの醐に羅嚢亥緩糞サ風膿錨1体である霞雲，　延長約驚臓

にすぎない箒この鎌詳駅の周繕艶難翼こ二は頼1数lcmの拳鍛色スカ

ノレンがみられる騎

　婆爆翻灘は塚灘．1からs駅）熱プン向・、糸農」驚繍，　ご．れ、よ曽蟹

礁磁方向へ約婆鵬掘進壽れている．

　樵の坑遺では黒鉱体の存在は認められないが発引立付

近にごく少畿ぴ）磁硫鉄鉱洲鯖沖に鉱染状紅含荻れてい

糠のがみられる．

　これらの鉱床の規摸および’その飽の比較を次項に一括

して示す費

器．鉱贋および鉱物

　上，、じ、の鉱床から峯出する鉱石鉱物は磁鉄鉱・磁硫鋏鉱

ザ眼銅鉱・黄鉄鉱オ3．無び孔離灘などである．鉱石は，主

至要維成鉱物の雛　　もによタて，磁鉄鉱鉱石撫磁嶺こ鉄鋤父鉱；霧

とに大別される。これらの鉱石と鉱床の位縷およびその

蔦算鎌1挙ず　の　／，まユ幸i襲一幾

鉱鋳三刷鉱床癖1蝶輪翻 1総ξ撰濾襲劔1
ざく　　翠f、スヵ

ルよ

し艶スカル判難鱈疑鵜帆
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るゆ叢ラ欝歎瑳鰻羅よ，　　補縫　髪を暫　ぎ難蓑こ樽→るもグP）ガ秘銚る。
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